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人間の安全保障とジェンダー委員会 第１回 議事要旨（案） 

 

開催日時 平成 21年６月 15日 14：00～16：00 

出席者  猪口邦子、大沢真理、後藤俊夫、恒川惠市、田中由美子、原ひろ子、 

     廣瀬和子、山本あい子 

欠席者  小舘香椎子                 （敬称略） 

 

議題 

(１)  廣田参事官の進行のもとで、まず設置趣旨を確認した。設置提案者に代わって大沢委

員が、設置提案書を参照しつつ、趣旨の概略に触れ、若干の意見を交換した。続いて各

委員が自己紹介を行った。 

(２)  役員の選出。委員の互選により猪口委員が委員長に選出された。猪口委員長より、後

藤委員を副委員長、大沢委員を幹事に指名。役員から簡単な挨拶が行われた。 

(３)  今後の方針について意見交換した。 

○ 委員会メンバーについて、設置提案書では 15 名程度とされており、各部から推薦

の合計は 9名で、第 2部・第 3部とも推薦の枠に達していないこと、補充が望ましい

ことが留意された。後藤副委員長より、第 3部から委員候補を探すとの申し出があっ

た。第 2部についても、補充を検討することとなった。 

○ スケジュールについて、設置から 1 年以内に報告書をまとめるとすれば、平成 21

年 12月頃に報告書素案を作成し、同 4月には報告書に幹事会の承認を得る必要があ

ることに留意した。ただし審議状況により設置期限の延長も可能であることが確認

された。 

  ○ 審議の方法として、委員会外の有識者からのヒアリング、シンポジウムないし公

開講演会の開催などを行うことで合意。なお学術調査員の採用も可能であることが

確認された。当面、委員会外の有力な有識者として、来栖薫子氏が言及され、基本

文献の教示やヒアリングの可能性について、恒川委員から打診することとした。 

(４) 連絡の便宜を図るため、委員間でメールアドレスを公開することとした。 

 

（議事要旨案作成：大沢） 


